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 ３月１０日（木）、総合患者支援センターの開設２周年を記念した

講演会を開催し、約２００名の方々にご参加いただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 特別講演では香川大学医学部附属病院医療情報部の原量宏先生

に、「香川県におけるネットワーク医療の現状と将来について」と題

して、香川県におけるネットワーク医療の現状、システムの活用法

など、今後の医療に欠かすことのできない医療機関同士の連携につ

いて講演していただきました。 

香川県では、平成１５年６月から「かがわ遠隔医療ネットワーク

（略称：Ｋ-ＭＩＸ）」というシステムによって、患者様の紹介予約

の迅速化や病状経過の共有など、適切な医療の提供に役立てていま

す。地域のかかりつけ医に日々の健康管理を任せ、何かあればいつ

でも専門医がただちにサポートできる体制を整えることで、患者様に

安心して地域の医療機関を受診していただけるよう進められている

ということです。医療のＩＴ化を実用している香川県の現状を、分か

りやすくお話していただきました。 

また、総合患者支援センターの奥野信枝副看護師長が「オストメイ

ト支援チームのあゆみ」と題して、ご病気によりストーマ（人工肛門・

人工膀胱）を造設されたオストメイトの生活が、少しでも快適になる

よう進めた２年間の支援活動について報告しました。 

そして、岡山大学医学部保健

学科の大井伸子助教授が「総合

患者支援センターにおける保健

学科の役割」と題して、保健学

科の専門知識とセンターの活動

を融合させ、〈母乳〉・〈子どもと

家族〉・〈痛み〉の相談を行って

いる現状を報告しました。 

奥野信枝副看護師長 

原量宏先生 

大井伸子助教授
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 患者図書室が、３月２８日（月）増室し、リニューアルオープンしました。 

  

 

★その①  ２部屋に分かれました 

所狭しと本が配架してあった図書室でしたが、一般書が隣室に移り、広い空間でゆっくりと選べるよ

うになりました。もう１部屋に医学書・児童書と、パソコン・ビデオを置いています。医療・健康・福

祉関連のビデオ・ＤＶＤがありますのでご覧ください。 

 
 
 

★その② オーディオと閲覧テーブル設置 

癒しのＢＧＭに包まれてゆったりと閲覧していただけます。 

新しくなった

図書室に、ぜ

ひお立ち寄り

ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、毎週木曜午後１６時４０分～１７時４０分、南病棟

２階小児科病棟で移動図書も始めました。 

ボランティアが病棟まで 

絵本を運び、ご入院中の 

お子様に選んでいただい 

ています。 

去る 1 月 28 日（金）午後 3 時から、第９カンファレ

ンスルームで第 2 回ボランティア研修会を開きました。

参加して下さったボランティアの方は 19 名。『接遇』を

テーマにした石橋ソーシャルワーカーの講義に続いて、

ロールプレイ、グループディスカッションも取り入れて

の一時間半でした。ボランティアの方々同志、またボラ

ンティアの方々と病院職員との情報交換の場としても有

意義なものになりました。 
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（Ｖｏｌ．２） 

副センター長   岡田 宏基 

不安について考えてみましょう 
  

「不安」を感じたことがないという人は、おそらく極めて希でしょう。不安には、現実的な不安と、

非現実的な不安とがあります。現実的な不安とは誰でもが経験するもので、ある症状から、「何か悪い

病気だったらどうしよう」とか、「明日の会議でうまくしゃべれなかったらどうしよう」とか、「明後日

の試験に通らなかったらどうしよう」というように理解可能なものです。これに対して、非現実的な不

安とは、「人混みの中にいて突然倒れたらどうしよう」とか、「窓が開かない列車やバスに乗っていて息

苦しくなったらどうしよう」とか、あるいは、１年以上先のことをあれこれ心配して不安になってみた

りするものです。どちらの不安にしても、共通していえるのは、『不安は想像の産物』だということで

す。不安が強い人は、想像力が豊かな人といえます。ただ、それが楽しい想像ではなく、不快感や恐怖

に結びつくような想像であることが問題なのです。一つ不安の種が見つかると、そこから雪だるま式に

不安が大きくなって行きます。この不安に対抗する方法は、現実をしっかり吟味することです。息苦し

くなるのでは、という不安は過去の実体験に基づいていることもあるのですが、今の状況は過去の状況

とは違うということを、自分に言い聞かせるのです。この自分に言い聞かせることはとても大切で有効

な対抗方法です。それと、空想の世界に浸らず、目の前のことにしっかり対応することです。現実的な

不安に対しても、まず今しなければならないことに目を向けるようにすることで、不安は小さくなりま

す。視点を「今、ここ」に据えることで、不安から解放された生活を送ることができるのです。 

 

 地域医療連携室で紹介予約を始めました  
 

本院は地域医療機関との連携を強化し、患者サービスを充実するために、地域医療連携室を開設し

て、連携機能の効率化を図っています。 

 その一つとして、他の医療機関からの紹介初診患者（再診患者含む）の診療待ち時間の短縮を目的

に、紹介患者様の診療予約受付を行っております。 

 この制度は、紹介患者様の診療予約について、地域医療機関から「FAX 診療申込書」を地域医療連

携室に送信していただきます。地域医療連携室では受診後、診療科と調整し地域医療機関へ返信して

予約が完了となります。したがって、患者様本人から直接の申し込みはできませんので、かかりつけ

の医療機関にお申し込み願います。 

 なお、本制度は本院のホームページにも掲載しておりますのでご覧下さい。 

URL  http://www.okayama-u.ac.jp/user/hos/syoukai.html 

 

✤私たちが担当しています✤

《 お問合せ先 》 

地域医療連携室（医科外来診療棟１階） 

  電 話 ： ０８６－２３５－７２０５ 

  ＦＡＸ ： ０８６－２３５－６７６１ 
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  ・病院ボランティアの趣旨に賛同し、協力的に活動してくださる人 

  ・患者様のプライバシーが守れる人 

  ・活動の時間等、約束が守れる人 

 

＊ 活動は無報酬です。 

＊ ボランティア活動保険、交通費、食費等は各自のご負担となります。 

 

総合患者支援センター ０８６－２３５－７７４４までご連絡ください。 

 
 

 

当院では、外来での案内、患者図書室の運営、小児科病棟での活動などお手伝

いくださるボランティアを募集しています。患者様に“やさしい病院”と思って

いただけるように、あなたのあたたかい心をお寄せください。ボランティア活動

に関心をお持ちの方は、ぜひ一度ご連絡ください。お待ちしています。 

 

募集期間  

平成１７年４月１日～５月３１日 

登録条件  

・１６歳以上で心身ともに健康である人 

かたまり)を染め出し 

・どういうところに磨き残しができているか 

         ・どういうふうに歯ブラシを当てたら汚れが落ちるか等 

 個別にアドバイスさせていただいております。 

 保護者の方からは「仕上げ磨きのポイント」や「フッ素やキシリトールについて」「歯のはえる順番や

はえる位置について」等のご質問がよせられ、それらにお答えしており、好評を得ています。 

 また４月からは歯科衛生士学校の学生による紙しばい等もおこなっておりますのでどうぞお気軽にの

ぞいてみて下さいﾈ♪ 

           開催日時   毎月第２・４水曜日 午後２：00～（４０分程度） 

           場  所   南病棟２階 食堂談話室 

           お問い合わせ 086－223―7151 内線 6787  

総合歯科治療室 歯科衛生士 三浦 まで 
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                         歯科衛生士  三浦 留美 

2005 年１月より南病棟２階で月に２回、お子様と保護者の方を対象とした「はみがき教室」を開催

しております。 

内容は ○ どうして虫歯はできるの!? 

○ 虫歯を予防するには!?      

○ はみがきのポイント等のお話にくわえ実際に歯についている歯垢(しこう＝バイキンの
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